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【研究の背景・目的・内容】 

私たちの生活は、震災や新型コロナウイルス感染症（COVID-19）等

のさまざまな危機とそのリスクに直面している。本研究は、人間生活を、

家庭と社会の関わりから探求する家政学の視点から、災害に強い生活協

働モデルを構築することを目的としている。具体的には、緊急的な状況

にありながら支援を受けづらい被災弱者(子ども・高齢者・障がい者とそ

のケアラー)への適切な支援を創り出すために、平常時においても当事

者が主体となり、社会的な支援にアクセスできるシステムを構築する。

特に、福島原発事故後の幼児の遊び環境回復に着目し、生活と社会をつ

なぐうえで必要なエンパワメントの可能性を探る。 

【応用例、研究の展望】 

本研究から得られる知見は、福島県のみならず全世界で起こりうる

様々な災害から、緊急時には生命や生活資源(インフラ、情報の正確さなど)を守り、中期的には復興の過程の支

えとなり、さらに長期的には被災地に限定することなく日常の生活をより豊かなものにするため、災害に強い

生活協働モデルの構築に寄与する。 

【研究方法の特色】 

震災後の福島の子どもの遊び環境に関する資料を幅広く収集し、分析している。特に、福島県の幼稚園や保育

園に通う子どもの保護者延べ約8,000名への調査を行い、自治体やNPOとの情報共有を行っている。 
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